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衆
議
院
議
員
小
池
政
就
君
提
出
司
法
試
験
予
備
試
験
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

法
科
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
の
法
曹
養
成
制
度
関
係
閣
僚
会
議
決
定
（
以
下
「
関
係
閣
僚
会

議
決
定
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
法
曹
養
成
制
度
改
革
推
進
会
議
（
以
下
「
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）
の
下
で
、
法
科
大

学
院
が
法
曹
養
成
の
中
核
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
質
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
文
部
科
学

省
に
お
い
て
、
同
年
十
一
月
十
一
日
、
「
法
科
大
学
院
の
組
織
見
直
し
を
促
進
す
る
た
め
の
公
的
支
援
の
見
直
し
の
更
な
る

強
化
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
推
進
会
議
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
、
「
法
科
大
学
院

に
対
す
る
裁
判
官
及
び
検
察
官
等
の
教
員
派
遣
の
見
直
し
方
策
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
ほ
か
、
同
省
に
お
い
て
、
法
科
大
学
院
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
司
法
試
験
予
備
試
験
（
以
下
「
予
備
試
験
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
関
係
閣
僚
会
議
決
定
に
基
づ
き
、
推
進

会
議
の
下
で
、
予
備
試
験
の
結
果
の
推
移
、
予
備
試
験
合
格
者
の
受
験
す
る
司
法
試
験
の
結
果
の
推
移
等
に
つ
い
て
必
要
な

デ
ー
タ
の
収
集
を
継
続
し
て
行
っ
た
上
で
、
法
科
大
学
院
教
育
の
改
善
状
況
も
見
な
が
ら
、
予
備
試
験
制
度
の
在
り
方
に
つ

一



い
て
検
討
し
て
お
り
、
平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
ま
で
に
推
進
会
議
に
お
い
て
結
論
を
得
、
速
や
か
に
そ
の
議
事
録
等
を

公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

二


